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ごみピット 

ごみ 

  
飛灰 

焼却炉 

焼却灰 

廃 熱 

ボイラ 

850℃以上の高温で完
全燃焼し、ダイオキシ
ン類の発生を防ぎま
す。 

ごみを乾燥・焼
却します。 

減温水 

ダイオキシン類の再合成を
防止するため、排出ガスを
150℃～200℃程度まで急
速に下げます。 

減
温
塔 

ろ過式 
集じん器 
(ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ) 

活性炭 

排出ガス中のばいじん、ダ
イオキシン類、塩化水素、硫
黄酸化物、重金属を除去し
ます。 

排出ガス中の塩化水
素、硫黄酸化物や重金
属を除去します。 

高さ100ｍの
煙突で排出
ガスを大気
中に安全に
排出します 

 

触媒反応効果により窒素
酸化物やダイオキシン類
を低減します。 

誘引ファン 
排出ガスを吸引
し煙突へ排出し
ます。 

触
媒
反
応
塔 

洗
煙
装
置 

排水 

苛性ソーダ 

煙
突 

 
処理された 
排出ガス＋水蒸気 
 

(エコセメント化) 
(排水処理装置) 

 

ごみの受け入れ 

今号は、これまでの排出ガス処理などについて、全体のごみ処理の流れとして下の図に表しました。 

ごみ処理の流れ   万全な環境保全対策を講じた施設です。 

排出ガス処理 
焼却・予熱利用    

大気排出 

エコセメント化施設へ搬送 

排水処理装置 点検補修時の焼却
炉停止に合わせ貯
留容量に余裕を持
たせます。 

搬入車両を滞留さ
せないため５基(門)
以上設置します。 

公共下水道に放流 

120万分の１に希釈 

排水 


